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二
〇
二
一
年
も
年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
が
一
一
都
府
県
に
発
出
（
一
月
七
日
に
四

都
県
に
発
出
、
一
三
日
に
七
府
県
追
加
）
さ
れ
、

道
内
で
も
昨
年
一
一
月
の
ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
れ

ば
使
用
病
床
率
な
ど
の
数
値
で
改
善
し
て
い
る
も

の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
高
止
ま
り
し
、「
増
加

傾
向
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
鈴
木
直
道
知
事
が

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
国
に
要
請
す
る
基
準
と

し
て
示
し
た
、
一
週
間
平
均
で
一
〇
万
人
当
た
り

二
五
人
も
一
月
一
七
日
現
在
で
二
〇
・
八
人
と
じ

り
じ
り
と
迫
っ
て
い
る
。

　

道
内
で
は
昨
年
一
〇
月
か
ら
続
く
「
集
中
対
策

期
間
」
を
二
月
一
五
日
ま
で
と
し
、
今
月
一
六
日

か
ら
、
繁
華
街
ス
ス
キ
ノ
地
区
の
飲
食
店
で
酒
類

の
提
供
に
か
か
わ
ら
ず
午
後
一
〇
時
ま
で
の
時
間

短
縮
営
業
の
要
請
が
始
ま
っ
た
。
ス
ス
キ
ノ
地
区

へ
の
要
請
は
接
待
を
伴
う
飲
食
店
へ
の
時
短
営
業

も
含
め
れ
ば
一
一
週
間
に
及
ぶ
。
要
請
に
応
じ
た

場
合
に
支
払
わ
れ
る
支
援
金
は
、
一
カ
月
で
一
店

舗
当
た
り
最
大
六
二
万
円
。
多
く
の
店
舗
で
は
損

失
が
補
塡
で
き
る
額
で
は
な
い
。
道
や
札
幌
市
は

支
援
金
に
関
し
一
貫
し
て
「
休
業
や
時
短
の
補
償

は
国
が
す
べ
き
で
、
あ
く
ま
で
協
力
に
対
す
る
支

援
」
と
い
う
立
場
で
、
十
分
な
補
償
の
な
い
ま
ま

の
飲
食
店
、
そ
の
先
に
あ
る
関
連
事
業
者
は
苦
境

に
立
た
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

◇　
　
　
　
　

◇

散 射 韻散 射 韻

嫁
も
甚
だ
し
い
。

　

振
り
返
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
国
に
よ
る

責
任
転
嫁
の
連
続
だ
っ
た
。
昨
年
二
月
、
全
国
に

先
ん
じ
て
感
染
が
拡
大
し
た
北
海
道
で
、
鈴
木
知

事
は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、
可
能
な

要
請
を
模
索
し
な
が
ら
対
応
に
当
た
っ
た
。
国
の

観
光
需
要
策
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」
事
業
を

め
ぐ
っ
て
は
、
感
染
拡
大
地
域
で
の
停
止
に
つ
い

て
、当
初
国
は
都
道
府
県
知
事
の
判
断
を
求
め
た
。

知
事
会
が
判
断
基
準
の
明
確
化
や
停
止
し
た
場
合

の
政
府
の
フ
ォ
ロ
ー
策
に
つ
い
て
明
示
を
求
め
た

が
応
じ
ず
、
鈴
木
知
事
を
は
じ
め
感
染
拡
大
地
域

の
知
事
は
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
つ
い
て
も
、
発
出
基
準

も
曖
昧
な
こ
と
か
ら
、
道
で
は
独
自
に
国
に
宣
言

発
出
の
要
請
を
行
う
基
準
を
設
け
可
視
化
す
る
と

と
も
に
、
基
準
の
明
確
化
を
求
め
て
い
る
。

　

感
染
対
策
の
分
岐
点
で
判
断
を
行
う
の
は
国
か

地
方
か
、
曖
昧
な
場
面
が
続
き
判
断
が
も
た
つ
い

た
。
責
任
を
押
し
つ
け
合
う
こ
と
で
、
よ
り
実
態

に
即
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
地
方
行
政
に
し
わ

寄
せ
が
い
っ
た
と
も
と
れ
る
。
対
策
の
遅
れ
は
首

都
圏
を
中
心
に
感
染
爆
発
と
い
う
形
で
現
れ
た
。

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
罰
則
の
導
入
だ
。
対
策
の

責
任
を
罰
則
と
い
う
形
で
事
業
者
や
国
民
に
押
し

つ
け
て
い
る
よ
う
に
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
。

＜

隈＞

　

さ
ら
に
国
会
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
や
感
染
症
法
を
改
正
し
、
緊
急

事
態
宣
言
や
そ
の
前
段
階
の
「
予
防
的
措
置
」
で

時
間
短
縮
営
業
に
応
じ
な
い
店
舗
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
入
院
勧
告
や
保
健
所
の
調
査
を
拒
否

し
た
場
合
に
過
料
や
罰
金
を
課
す
議
論
が
始
ま
っ

た
。

　

当
初
の
政
府
案
で
店
舗
や
事
業
者
へ
の
経
済
的

支
援
が
「
努
力
義
務
」
に
留
め
て
い
た
も
の
を
野

党
の
批
判
を
受
け
「
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
」

と
国
と
自
治
体
の
義
務
を
明
確
に
す
る
な
ど
一
部

改
善
さ
れ
た
が
、
時
短
営
業
に
応
じ
な
い
店
舗
や

入
院
拒
否
へ
の
罰
則
の
導
入
に
は
批
判
が
根
強
い
。

　

入
院
拒
否
に
対
す
る
罰
則
規
定
に
は
、
日
本
医

学
会
連
合
、
日
本
公
衆
衛
生
学
会
、
日
本
疫
学
会

な
ど
関
連
学
会
が
「
罰
則
を
伴
う
強
制
は
国
民
に

恐
怖
や
不
安
・
差
別
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
感
染
症
対
策
に
不
可
欠
な
国
民
の
協
力

を
得
る
こ
と
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
と
し

て
、
相
次
い
で
反
対
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

飲
食
店
へ
の
罰
則
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
事
業

者
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
る
。
罰
則
の
導
入
で
「
自

粛
警
察
」
の
横
行
を
懸
念
す
る
経
営
者
も
い
る
。

要
請
に
応
じ
な
い
の
は
、
多
く
は
経
済
的
打
撃
が

大
き
く
、
生
活
の
た
め
に
や
む
を
得
ず
営
業
を
継

続
す
る
場
合
だ
ろ
う
。
本
来
行
う
べ
き
補
償
を
せ

ず
に
、
罰
則
で
応
じ
る
の
は
感
染
対
策
の
責
任
転

責任転嫁のコロナ対策


